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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
25
年
の
新
春
を
お

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
安
曇
野
市
な
ら
び
に
地
域
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
有
り
難
く
感

謝
し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
、
景
気
回
復
の
実
感
の
乏
し
い
ま
ま
迎
え
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
、

補
助
金
の
大
幅
な
削
減
で
厳
し
い
現
実
の
な
か
で
明
る
い
話
の
少
な
い
年
で
あ

り
ま
し
た
が
、
設
立
20
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
な
ら
び
に
記
念
誌
の
発
行
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
適
正
就
業
に
取

り
組
み
、
発
注
者
の
事
情
等
も
あ
り
11
月
末
の
事
業
実
績
は
前
年
度
の
5
％
の

減
に
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
中
で
す
が
、
就
業
開
拓
に
取
り
組
み
、
実
績
を
増

や
し
て
い
き
た
い
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
小
さ
な
情
報
が
大
き
な
効

果
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
周
り
の
お
家
の
作
業
な
ど
で
お
困
り
の
方
が
お
り

ま
し
た
ら
、会
員
の
皆
さ
ま
の
口
コ
ミ
が
一
番
で
す
。
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」「
け
が
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」
を

合
言
葉
に
、
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
得
る
よ
う
に
努

め
、
無
事
故
で
安
全
な
就
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｐ
事
業
で
観
光
ガ
イ
ド
の
講
習
を
昨
年
実
施
し
ま
し
た
。
長
野
道
の
「
安

曇
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
に
名
称
変
更
を
機
に
、
歴
史
文
化
に
育
ま
れ
た
田

園
都
市
安
曇
野
の
観
光
の
魅
力
を
発
信
す
る
観
光
ガ
イ
ド
の
グ
ル
ー
プ
づ
く
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
安
曇
野
市
の
発
展
と
会
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶理

事
長　

横　

山　

幸　

久
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
健
や
か
で
清
々
し
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
理
事
長
横

山
幸
久
様
を
は
じ
め
安
曇
野
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様
に

は
、
市
政
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
め
で
た
く

設
立
20
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
を

基
本
理
念
に
掲
げ
、
堅
実
な
運
営
で

実
績
を
積
み
重
ね
て
、
厳
し
い
経
済

情
勢
が
続
く
中
に
あ
っ
て
も
、
常
に

県
内
で
も
事
業
成
績
が
上
位
で
あ
る

有
数
の
セ
ン
タ
ー
へ
と
成
長
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

さ
て
、
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
人

口
の
4
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
で
あ

る
と
い
う
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お

り
、
医
療
、
介
護
等
の
社
会
的
課
題

の
対
応
や
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た

め
の
支
援
体
制
の
整
備
は
必
須
で
あ

り
ま
す
。
当
市
と
い
た
し
ま
し
て
も

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
健
康
長
寿
」
を
ま

ち
づ
く
り
の
重
点
政
策
に
掲
げ
、
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
確
か
な
知
識
、
経

験
、
技
能
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
事
業
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け

る
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
と
交
流

の
拠
点
と
な
り
、
そ
の
一
翼
を
担
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と

２
０
１
３
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ

て
、
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

安
曇
野
市
長　

 

宮　

澤　

宗　

弘

理
事
長　

横
山　

幸
久

副
理
事
長　

山
田　

裕
也

専
務
理
事　

赤
澤　

喜
夫

理　
　

事　

等
々
力
素
己

　
　

〃　
　

古
幡　

菊
子

　
　

〃　
　

寺
嶋　

春
樹

　
　

〃　
　

中
野　

哲
也

　
　

〃　
　

石
川　

照
義

　
　

〃　
　

佐
々
木
胤
明

　
　

〃　
　

尾
日
向　

洋

　
　

〃　
　

鹿
川　

祥
彰

　
　

〃　
　

宮
島　

寿
宏

監　
　

事　

大
日
方　

泉

　
　

〃　
　

手
塚　

溥
修

事
務
局
長　

赤
澤　

喜
夫

　
　
　
　
　
　

職
員
一
同

無事故こそ
　　みんなの願いです！！
安全就業スローガン

全　国「安全は　一声かける　ゆとりから」
安曇野「安全は全てに優先する
　　　　　　けがをしない・させない」

役員視察研修会に参加して     副理事長    山 田　裕 也

　平成 24 年 10 月 18 日、伊那広域シルバー人材センターへ役員視察研修のため訪問しました。
　伊那市・辰野町・箕輪町・南箕輪村の 1市 2町 1 村の広域業務を行っていて、それぞれに支所が設置
されている。24 年 9 月現在の会員数は 691 名（男 517 名・女 174 名）、4月から 9月までの請負高は 227
百万円、内訳は公共 43 百万円（18.9％）、民間事業所 102 百万円（44.8％）、一般家庭 82 百万円（36.3％）。
一方当センターは、公共 51 百万円（16.3％）、民間事業所 197 百万円（62.3％）、一般家庭 68 百万円（21.4％）
で合計 316 百万円である。比較してみると伊那は一般家庭の割合が安曇野より多く、民間事業所への依
存度は安曇野の方が大きい。広域運営であるため職群班長が62名（剪定26名・草刈り21名・草取り14名・
駐車場 1名）居るとのことでした。
　会員の皆さんに一番お伝えしたいことは、四大業務が課せられていることです。それは、総会・地区
懇談会・社会奉仕活動・資質向上研修会に必ず出席することです。23 年度の出席率は、総会 76.5％、地
区懇談会 80.1％、社会奉仕活動（年 2回実施・2回とも出席の会員もいる）108.5％（欠席者は雑巾 5枚
程寄付）、資質向上研修会 86.7％ということで、出席率の高さに大変感動しました。
　会員全員を対象とし、隔年ごとに実施している「資質向上のための研修会」の実施の背景は、地域の
理解とシルバーの理念のもと丁寧な仕事をすることで、高い評価を得、着実に事業実績を伸ばしてきた
が、ごく一部の会員による、センター事業の趣旨や方針の無理解、マナーの欠如等によりセンターの印象を
損ねかねない状況になったためです。
　研修会の実施により、総会への出席率、社会奉仕活動への参加率も高くなり、会員の意識向上につな
がったと評価しておられました。
　当センターも、会員役職員がシルバーの原点に立ち返って、意識統一を図り、より良いセンターとなるこ
とを願いつつ、研修会の報告といたします。

日頃お世話に
なっている公共施設
に感謝を込めて
ボランティア活動を
行いました。

（合計２０４人）

穂高地区

明科地区 堀金地区 三郷地区

豊科地区

穂高会館

明科公民館 社協堀金支所周辺 社協三郷支所

県立こども病院

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
公
益
法

人
化
に
伴
い
、
法
の
趣
旨
で
あ
る
「
臨

時
的
・
短
期
的
・
軽
易
な
就
業
」
に
外

れ
る
就
業
に
つ
い
て
今
ま
で
よ
り
厳
格

な
運
用
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
作
業
方
法
に
変
更
は
な
い

も
の
の
、「
就
業
時
間
・
そ
の
他
」
が

本
来
の
請
負
、
委
任
の
方
法
に
沿
う
べ

く
就
業
の
形
態
が
法
で
求
め
ら
れ
る

「
労
働
者
性
あ
り
」
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
許
可
取
消
等
の
問
題
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

公
益
社
団
法
人
と
な
り
、
収
支
相
償

に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
が
望
ま
し
い
等
の
こ

と
と
併
せ
て
、
シ
ル
バ
ー
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
あ
り
ま
す
が
、「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
を
最
優

先
に
「
け
が
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」

に
本
年
も
取
り
組
み
、
今
後
、
理
事
会
、

地
区
懇
談
会
や
総
会
等
で
の
話
し
合
い

を
通
じ
て
よ
り
良
い
方
向
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時　

8
月
21
日
（
火
）

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所　

明
科
『
せ
せ
ら
ぎ
』

講
師　
（
株
）
や
ま
び
こ　

　
　
　

東
京
本
社　

内
野
講
師　

　
　
　

松
本
営
業
所　

井
川
講
師

　
　
　

明
科
河
西
農
機　

河
西
社
長

内
容　

座
学
（
せ
せ
ら
ぎ
）

　
　
　

実
技　

御
宝
田
周
辺

受
講
人
数　

40
人

　

内
野
講
師
の
話
術
に
引
き
込
ま
れ
、

皆
さ
ん
真
剣
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　

7
月
30
日（
月
）午
前
中
、
長
野
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
が
あ
り
、
引
き
続
き
午
後

に
当
シ
ル
バ
ー
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
ほ
と
ん

ど
指
摘
も
無
く
終
了
し
ま
し
た
。
関
係

者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

安
全
就
業
の
第
一
歩
は
、
何
と
言
っ

て
も
健
康
管
理
で
す
。
健
康
で
な
け
れ

ば
何
事
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
安
全
就
業

の
為
に
も
日
々
の
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
冬
場
仕
事
の
な
い
時
期
に
健

康
診
断
を
受
け
る
こ
と
も
一
策
で
す
。

　

安
全
・
適
正
就
業
推
進
研
修
会
が
10

月
1
日
（
月
）、
松
本
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
当
シ
ル

バ
ー
会
員
の
標
語
が
入
選
し
ま
し
た
。

佳
作
　
豊
科
　
山
崎
文
子

『
気
は
若
い
　
思
う
な
身
体
は

正
直
だ
』

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
皆
さ
ま
か
ら
14
点
の
力
作
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
応
募
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

•
本
年
度
11
月
ま
で
の
契
約
実
績
は
対

前
年
度
95
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前

年
度
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
等
で

や
や
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
適

正
就
業
の
見
直
し
、
発
注
者
の
事
業

の
都
合
等
も
あ
り
実
績
は
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
の
で
、
年
度
末
ま
で
に
は
相
当

の
マ
イ
ナ
ス
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

•
会
員
数
は
適
正
就
業
・
本
人
に
見
合

う
仕
事
が
な
い
等
で
退
会
さ
れ
る
方

が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
知
り
合
い
の
方
に
声

を
掛
け
て
下
さ
い
。

•
部
門
別
に
見
ま
す
と
、
公
共
が
適
正

就
業
見
直
し
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

の
廃
止
に
よ
る
減
、
公
園
管
理
等
の

増
も
あ
り
ま
し
た
が
前
年
比
80
％
、

民
間
事
業
所
は
適
正
就
業
の
見
直

し
、
発
注
者
の
都
合
等
も
あ
っ
て
前

年
比
95
％
、
一
般
家
庭
は
就
業
拡
大

の
取
り
組
み
の
効
果
と
シ
ル
バ
ー
へ

の
信
頼
も
あ
っ
て
前
年
比
１
０
９
％

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

•
長
引
く
景
気
低
迷
に
加
え
て
、
適
正

就
業
及
び
民
間
事
業
所
の
都
合
に
よ

る
就
業
の
見
直
し
等
、
厳
し
い
不
安

材
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ま
並
び
に
会
員
の
皆
さ
ま
の
お

力
に
よ
り
、
会
員
の
募
集
と
就
業
の

拡
大
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
小
さ
な

情
報
で
も
ぜ
ひ
ご
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

平
成
24
年
の
1
年
間
（
1
月
〜
12
月

振
込
ま
で
）
の
配
分
金
支
払
証
明
書
を

1
月
16
日
こ
ろ
圧
着
ハ
ガ
キ
で
ご
自
宅

へ
郵
送
し
ま
す
。

地
区
懇
談
会
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
地
区
懇
談
会
は
、
2

月
末
か
ら
3
月
上
旬
に
か
け
て
各
地
区

で
開
催
予
定
で
す
。
通
知
を
差
し
上
げ

ま
す
の
で
大
勢
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

1
月
分
は
2
月
20
日
（
水
）

2
月
分
は
3
月
19
日
（
火
）

3
月
分
は
4
月
19
日
（
金
）

4
月
分
は
5
月
20
日
（
月
）

5
月
分
は
6
月
20
日
（
木
）

6
月
分
は
7
月
19
日
（
金
）

武
田　

孝
男　

様
平
成
24
年
9
月
22
日

　

ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

適
正
就
業
と
事
故
防
止
に
つ
い
て

安
全
適
正
就
業
委
員
長
　
鹿
川
　
祥
彰

草
刈
り
講
習
会
開
催

草
刈
り
講
習
会
開
催

標
語
が
入
選

●最優秀賞　長野ＳＣ　樋口周平
「つもり・はず・たぶん・だろうが事故のもと」
●優秀賞　伊那広域ＳＣ　三沢宏臣

「安全は　見る目　気づく目　注意の目」
●佳作　中野広域ＳＣ　山岸一二

「点検で　今日も始まる　安全就業」
●佳作　茅野広域ＳＣ　小林作義

「気をつけよ　就業途上　事故多し」
●佳作　安曇野ＳＣ　山崎文子

「気は若い　思うな身体は　正直だ」

厳
し
か
っ
た
事
業
実
績

〜
会
員
募
集
・
就
業
拡
大
に
協
力
を

平
成
24
年
度
（
4
月
か
ら
11
月
ま
で
）

配
分
金
の
振
込
日

平
成
24
年
の
配
分
金
支
払

証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

会
員
の
お
悔
や
み

区　分 H24（4 月～ 11 月） H23（4 月～ 11 月） 前年対比 ％
会員数 942 人 978 人 96.3％
就業延日人員 83,294 85,210 97.8%
就業率 93.5% 92.7% 100.8%

受注件数（件数）／契約金額（万円） 件数比／金額比
公共 563 6,476 519 8,120 108.5% 79.8%
民間事業所 800 25,960 764 27,346 104.7% 94.9%
一般家庭 2,615 9,464 2,614 8,647 100.0% 109.4%

計 3,978 41,900 3,897 44,113 102.1% 95.0%

月別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 計

本年度 4,311 5,559 5,566 5,610 5,247 5,261 5,602 4,744 41,900

前年度 4,446 5,202 5,961 5,664 5,590 6,009 5,975 5,266 44,113

前年比 97.0% 106.9% 93.4% 99.0% 93.9% 87.6% 93.8% 90.1% 95.0%

契約金額の推移 （単位：万円）

日
頃
の
健
康
管
理
を
大
切
に

事故を起こさないために
（ヒューマンエラーは慣れたころに起きる）

• 何事も慣れたころが 1 番危険です！！

•「このくらい大丈夫だ」⇨ルール無視

•「自分ならできる」⇨過信 油断

慣れた時ほど
初心に戻り
慎重に作業しましょう

4 月～ 11 月就業実績
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昭
和
45
年
、
川
端
康
成
・
東
山
魁
偉
と

安
曇
野
を
訪
れ
た
井
上
靖
は
、
長
峰
山
頂

か
ら
望
む
風
景
を
「
残
し
た
い
静
け
さ
、

美
し
さ
」
と
絶
賛
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
お
ひ
さ
ま
」

の
舞
台
に
選
ば
れ
た
の
が
、
そ
の
残
し
た

い
「
安
曇
野
」
で
し
た
。
そ
ん
な
私
た
ち

の
故
郷
を
子
か
ら
孫
へ
と
し
っ
か
り
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
そ

し
て
、「
シ
ル
バ
ー
安
曇
野
」
も
皆
さ
ま

と
力
を
合
わ
せ
て
育
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

調
査
広
報
部

古
幡
菊
子
　
佐
々
木
胤
明
　
尾
日
向
洋

編
集
後
記

「
元
気
で
楽
し
く
や
ろ
う
」
を

合
言
葉
に
!!堀

金
地
区
　
竹
内
富
美
子

会
員
に
な
り
早
10
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
入
会
当
時
の
半
分
の
人
数

で
先
輩
の
後
を
継
い
で
仲
間
の
和
を
大

切
に
「
元
気
で
楽
し
く
や
ろ
う
」
を
合

言
葉
に
班
長
さ
ん
が
連
絡
を
密
に
取
り

予
定
を
作
成
し
、
連
絡
網
に
て
や
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
内
容
状
況
は
ど
の
仕
事

も
把
握
で
き
て
い
る
の
で
任
さ
れ
て
や

っ
て
い
ま
す
。

　

春
が
来
て
陽
気
な
気
持
ち
に
な
っ

て
い
る
頃
、ス
カ
イ
パ
ー
ク
内
の
バ
ラ
畑

の
除
草
の
依
頼
が
入
る
頃
に
、
私
た

ち
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
桜
並

木
の
蕾
も
膨
ら
み
、
仕
事
を
し
て
い

る
間
に
開
花
し
散
歩
を
す
る
人
、
お

花
見
を
す
る
人
た
ち
の
光
景
を
時
に

は
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
す
。

猛
暑
の
時
期
の
除
草
で
は
、
私
た

ち
は
良
い
匂
い
の
す
る
バ
ラ
の

中
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
鮮
や
か
な

バ
ラ
の
花
を
見
て
は
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

　

り
ん
ご
の
時
期
に
な
る
と
摘
果
、
葉

摘
み
、
玉
回
し
の
依
頼
が
あ
り
多
忙
に

な
り
ま
す
。
依
頼
者
か
ら
喜
ば
れ
る
仕

事
を
す
る
た
め
に
、
日
々
仲
間
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

生
き
が
い
の
一
助

明
科
地
区
　
小
林
敏
郎

平
成
17
年
4
月
に
会
員
に
な
っ
て

以
来
、
種
々
の
作
業
に
従
事
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ

ま
と
親
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
日
常
生
活
に
役
立
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
お
墓
移
転
の
こ

と
で
す
が
、
教
え
て
も
ら
う
人
も
分
か

ら
ず
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も

シ
ル
バ
ー
の
作
業
で
一
緒
に
な
り

世
話
を
し
て
い
る
う
ち
、
お
墓
を

施
工
中
と
の
こ
と
、
早
速
に
見
学

を
さ
せ
て
も
ら
い
貴
重
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
、
一
生
一
世
の
仕

事
を
無
事
終
え
た
こ
と
は
、
運
が

良
か
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、草
刈
り
作
業
に
お
い
て
も
、

刈
り
払
い
機
の
ベ
ル
ト
や
歯
の
位

置
、
グ
リ
ー
ス
か
ら
格
納
ま
で
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
今
は
安
全
に
安
心
し
て

作
業
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
家
庭

菜
園
に
つ
い
て
も
、
会
員
同
士
の
話
の

中
か
ら
、
播
種
の
時
期
や
方
法
、
農
薬

や
マ
ル
チ
の
こ
と
、越
冬
の
や
り
方
等
、

辛
酸
を
な
め
て
生
き
抜
い
て
き
た
知
恵

を
受
け
、
自
己
流
で
や
っ
て
き
た
も
の

を
改
め
、少
し
は
上
達
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
会
員
の
皆
さ
ま
と
生
活
体

験
談
が
で
き
る
の
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
熟
年
に
な
り
ま
し
た

が
地
域
と
の
絆
を
大
切
に
し
て
、
発
注

者
に
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

心
掛
け
て
、
情
熱
の
続
く
限
り
頑
張
り

ま
す
。安

曇
野
の
魅
力
を
紹
介
で
き
る
観

光
ガ
イ
ド
の
需
要
が
高
ま
る
で

あ
ろ
う
と
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
と
し
て

は
初
め
て
観
光
ガ
イ
ド
講
習
を
実
施
し

ま
し
た
。
講
師
に
は
、
主
に
安
曇
野
観

光
ガ
イ
ド
の
開
拓
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
る「
安
曇
野
案
内
人
倶
楽
部
」の
方
々

に
お
願
い
し
て
、
9
月
に
10
日
間
の
日

程
で
実
施
し
ま
し
た
。

受
講
生
も
大
変
に
熱
心
で
、
特
に

実
技
で
は
穂
高
神
社
、道
祖
神
、

廃
線
敷
等
に
出
向
き
、
当
番
の
受
講
生

が
ガ
イ
ド
役
と
な
っ
て
、
体
験
し
て
学

ぶ
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
事
前
に
現

地
を
訪
れ
て
リ
ハ
ー
サ
ル
ま
で
し
て
ガ

イ
ド
役
に
臨
ん
だ
人
が
い
た
程
で
し

た
。ま
た
地
元
の
受
講
生
に
と
っ
て
も
、

新
た
に
地
域
の
文
化
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
観
光
客
に
と
っ
て
、
安
曇
野
を
知

り
、
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
観
光

ガ
イ
ド
の
役
割
が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

観
光
ガ
イ
ド
講
習

会員の声

穂高神社での講習


